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令
和
二
年
第
五
回
薩
摩
川
内
市
議
会
定
例
会 

施
政
等
の
概
要 

 

令

和

二

年

第

五

回

市

議

会

定

例

会

の

開

会

に

当

た

り

、

市

政

に

対

す

る 

所

信

と

基

本

的

な

方

針

を

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

今

回

提

案

い

た

し

ま

し

た

令

和

二

年

度

補

正

予

算

案

等

に

つ

い

て

そ

の

概

要

を

御

説

明

申

し

上

げ

、

議

員

各

位

並

び

に

市

民

の

皆

様

の

御

理

解

、

御

協

力

を

賜

り

た

い

と

存

じ

ま

す
。 ま

ず

、

先

の

臨

時

会

に

お

い

て

、

川

添

公

貴

議

長

、

下

園

政

喜

副

議

長

を

始

め

、

議

会

運

営

委

員

会

、

各

常

任

委

員

会

・

特

別

委

員

会

の

委

員

が

選

任

さ

れ

、

新

た

な

議

会

の

構

成

を

順

調

に

終

え

ら

れ

ま

し

た

こ

と

は

、

誠

に 

御
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

ま

た

、

副

市

長

及

び

監

査

委

員

な

ど

の

人

事

案

件

に

つ

き

ま

し

て

も

御

同

意

を

い

た

だ

き

、

早

速

辞

令

を

交

付

し

、

新

し

い

体

制

を

ス

タ

ー

ト

さ

せ

ま

し
た
。
こ
こ
で
、
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

市

議

会

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

本

市

の

施

策

や

課

題

に

つ

い

て

御

指

導

、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ

て

、

私

の

市

長

選

挙

の

公

約

「

未

来

創

生

一

〇

ビ

ジ

ョ

ン

」

は

、

第

二

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

を

踏

ま

え

つ

つ

、

「

未

来

創

造

ビ

ジ

ョ

ン

」

と

「
地
方
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
大
き
く
二
つ
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。 

未

来

創

造

ビ

ジ

ョ

ン

は

、

「

コ

ロ

ナ

復

興

・

ス

マ

ー

ト

シ

テ

ィ

」

、 
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「

産

業

経

済

」

、

「

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

・

観

光

」

、

「

社

会

基

盤

」

及

び

「

定

住

促

進

・

新

た

な

国

際

化

」

の

五

つ

の

ビ

ジ

ョ

ン

、

二

十

六

の

取

組

に

よ
り
、
未
来
へ
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。 

地

方

創

生

ビ

ジ

ョ

ン

は

、

「

人

材

の

育

成

・

活

躍

」

、

「

コ

ミ

ュ

ニ 

テ

ィ

・

環

境

」

、

「

健

康

・

福

祉

」

、

「

子

ど

も

・

教

育

」

及

び

「

市

役

所

改

革

」

の

五

つ

の

ビ

ジ

ョ

ン

、

二

十

七

の

取

組

に

よ

り

、

均

衡

あ

る

発

展

を

目
指
し
ま
す
。 

市

長

に

就

任

い

た

し

ま

し

て

か

ら

、

早

く

も

三

週

間

余

り

と

な

り

、

公

約

に

掲

げ

た

ビ

ジ

ョ

ン

を

ど

の

よ

う

に

実

現

し

て

い

く

べ

き

か

、

日

々

考

え

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

が

、

こ

れ

ま

で

の

私

自

身

の

経

験

を

踏

ま

え

ま

す

と

、

最

も

重

要

な

こ

と

は

、

私

を

先

頭

に

、

職

員

一

人

一

人

が

地

域

の

方

々

、

事

業

者

、

農

林

漁

業

者

、

医

療

・

福

祉

関

係

者

な

ど

、

様

々

な

市

民

に

寄

り

添

い

、

そ

の

声

に

真

摯

に

耳

を

傾

け

、

対

話

を

し

て

い

く

行

動

の

実

践

で

あ

る
と
思
い
ま
す
。 

対

話

を

通

し

て

私

達

自

身

も

様

々

な

知

見

を

得

て

成

長

し

、

課

題

解

決

や

施

策

の

立

案

・

改

善

に

反

映

し

て

い

く

こ

と

が

可

能

と

な

り

ま

す

。

広

聴

の

実

践

こ

そ

が

、

「

薩

摩

川

内

の

未

来

創

生

」

を

実

現

す

る

重

要

な

鍵

で

あ

る

と
考
え
ま
す
。 

こ

れ

か

ら

の

市

政

を

展

望

い

た

し

ま

す

と

、

ま

ず

、

現

時

点

で

の

最

優

先

の

課

題

は

コ

ロ

ナ

禍

へ

の

対

応

で

あ

り

ま

す

。

全

国

の

一

日

当

た

り

の

感

染



- 3 - 
 

者

数

が

日

々

最

多

を

更

新

し

、

再

び

増

加

傾

向

と

な

っ

て

い

ま

す

。

国

・

県

の

取

組

の

状

況

等

を

見

極

め

つ

つ

、

本

市

と

し

て

も

可

能

な

限

り

の

対

応

を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

な

お

、

今

月

二

十

七

日

に

は

、

本

市

で

十

例

目

の

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

者

が

確

認

さ

れ

た

こ

と

か

ら

、

同

日

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

対

策

本

部

会

議

を

開

催

し

、

感

染

者

の

状

況

と

今

後

の

対

応

に

つ

い

て

協

議

・ 

確

認

を

行

い

ま

し

た

。

市

民

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

引

き

続

き

、 

県

や

市

が

発

出

す

る

情

報

に

基

づ

い

て

冷

静

な

対

応

を

お

願

い

し

ま

す

と 

と

も

に

、

身

体

的

距

離

の

確

保

、

マ

ス

ク

の

着

用

、

手

洗

い

や

手

指

消

毒

の

実

施

、

密

閉

・

密

集

・

密

接

の

三

密

の

回

避

な

ど

基

本

的

な

感

染

症

防

止 

対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

次

に

、

令

和

三

年

度

に

向

け

て

は

、

東

京

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

・

パ

ラ

リ

ン

ピ

ッ

ク

競

技

大

会

開

催

に

向

け

た

準

備

が

、

政

府

の

強

い

決

意

に

よ

り

進

め

ら

れ

て

お

り

ま

す

。

本

市

で

も

、

そ

の

準

備

状

況

を

見

極

め

つ

つ

、

既

に

受

入

れ

に

つ

い

て

合

意

し

て

お

り

ま

す

男

子

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

ア

ル

ゼ

ン

チ

ン

代

表

チ

ー

ム

の

事

前

キ

ャ

ン

プ

実

現

に

向

け

た

具

体

の

調

整

を

進

め

て

参

り

ま

す

。

併

せ

て

、

同

年

度

に

開

催

さ

れ

る

全

国

市

町

村

交

流

レ

ガ

ッ

タ

大

会

や

鹿

児

島

県

茶

業

振

興

大

会

薩

摩

川

内

大

会

に

つ

き

ま

し

て

も

、

実

施

に

向

け

た

調

整
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

さ

ら

に

、

令

和

四

年

度

に

は

、

第

十

二

回

全

国

和

牛

能

力

共

進

会

が

、

令
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和

五

年

度

に

は

、

延

期

と

な

り

ま

し

た

鹿

児

島

国

体

と

全

国

障

害

者

ス

ポ

ー

ツ

大

会

が

鹿

児

島

県

で

開

催

さ

れ

ま

す

こ

と

か

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

着

実

に

準

備

を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

一

方

、

本

市

に

お

け

る

ハ

ー

ド

事

業

と

し

て

、

南

九

州

西

回

り

自

動

車

道

に

つ

き

ま

し

て

は

、

阿

久

根

川

内

道

路

の

（

仮

称

）

湯

田

西

方

イ

ン

タ

ー 

チ

ェ

ン

ジ

～

薩

摩

川

内

水

引

イ

ン

タ

ー

チ

ェ

ン

ジ

間

の

着

工

式

が

来

月

五

日

に

実

施

予

定

で

あ

り

、

さ

ら

に

、

川

内

川

市

街

部

改

修

、

川

内

川

河

口

部

の

高

潮

対

策

及

び

川

内

港

久

見

崎

み

ら

い

ゾ

ー

ン

な

ど

の

事

業

に

つ

い

て

も 

着
実
に
進
捗
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

特

に

、

重

要

港

湾

川

内

港

に

つ

い

て

は

、

国

の

直

轄

事

業

と

し

て

唐

浜

地

区

に

お

け

る

水

深

十

二

メ

ー

ト

ル

の

耐

震

強

化

岸

壁

の

新

規

事

業

化

を

、

県

と
連
携
し
、
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

本

市

の

十

年

、

二

十

年

先

の

発

展

の

た

め

に

必

要

不

可

欠

な

こ

れ

ら

の

事

業
を
着
実
に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

こ

れ

ら

と

併

せ

ま

し

て

、

令

和

六

年

度

は

、

薩

摩

川

内

市

市

制

施

行

二

十

周

年

に

当

た

り

ま

す

。

ま

た

、

第

二

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

の

最

終

年

度

で

あ

る

と

同

時

に

、

令

和

十

六

年

度

の

市

制

施

行

三

十

周

年

ま

で

の

十

年

先

を

見

据

え

た

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

を

策

定

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。 職

員

に

は

、

こ

の

よ

う

な

中

・

長

期

的

な

展

望

と

、

本

市

が

有

す

る

発

展
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の

ポ

テ

ン

シ

ャ

ル

を

念

頭

に

、

自

信

を

持

っ

て

「

薩

摩

川

内

の

未

来

創

生

」

に
向
け
た
活
発
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

以

上

の

よ

う

な

考

え

の

下

、

先

の

臨

時

会

で

も

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

私

は

、

市

の

最

も

大

き

な

役

割

は

「

将

来

ビ

ジ

ョ

ン

の

実

現

」

と

「

市

民

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

」

で

あ

る

と

認

識

し

て

お

り

、

早

速

、

明

日

付

け

で

三

つ

の 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
い
た
し
ま
す
。 

ま

ず

一

つ

目

は

、

「

広

聴

・

新

ビ

ジ

ョ

ン

調

査

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

」

で

す

。

薩

摩

川

内

市

自

治

基

本

条

例

に

定

め

る

市

民

と

の

対

話

の

場

と

し

て

、

（

仮

称

）

令

和

塾

を

「

令

和

デ

ザ

イ

ン

ト

ー

ク

」

の

名

称

に

改

め

て

設

置

し

、

広

く

市

民

等

の

意

見

を

聴

く

と

と

も

に

、

中

堅

を

始

め

と

す

る

若

手

職

員

の

人

材

育

成

・

政

策

形

成

能

力

の

向

上

を

図

り

ま

す

。

ま

た

、

こ

の

活

動

を

通

し

て

得

ら

れ

た

様

々

な

知

見

を

、

令

和

六

年

度

の

市

制

施

行

二

十

周

年

に

向

け

た

円

滑

な

事

業

推

進

と

、

令

和

十

六

年

度

の

市

制

施

行

三

十

周

年

を 

目

標

年

度

と

す

る

第

三

次

薩

摩

川

内

市

総

合

計

画

の

策

定

に

い

か

し

て

参

り

ま
す
。 

な

お

、

「

令

和

デ

ザ

イ

ン

ト

ー

ク

」

に

つ

き

ま

し

て

は

、

先

行

し

て

、

鹿

児

島

県

飲

食

業

生

活

衛

生

同

業

組

合

薩

摩

川

内

支

部

の

役

員

と

の

意

見

交

換

を

、

今

月

二

十

五

日

に

市

長

室

で

開

催

し

ま

し

た

。

コ

ロ

ナ

禍

に

お

け

る

飲

食

店

の

自

助

・

互

助

の

取

組

な

ど

の

実

情

を

聴

く

大

変

よ

い

機

会

と

な

っ

た

も

の

と

考

え

て

お

り

、

い

た

だ

い

た

貴

重

な

御

意

見

は

今

後

の

対

策

等

に

い
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か
し
て
参
り
ま
す
。 

二

つ

目

は

、

「

行

財

政

運

営

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

」

で

す

。

本

年

度

で

薩

摩

川

内

市

財

政

運

営

プ

ロ

グ

ラ

ム

が

終

了

す

る

こ

と

か

ら

、

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

検

証

を

行

う

と

と

も

に

、

今

後

の

行

財

政

運

営

に

つ

い

て

の

新

た

な

指

針
を
策
定
し
ま
す
。 

三

つ

目

は

、

「

行

政

シ

ス

テ

ム

調

査

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

」

で

す

。

一

昨

年

十

月

に

実

施

し

た

本

土

四

支

所

の

見

直

し

後

の

検

証

を

行

う

と

と

も

に

、

来

年

十

月

に

予

定

し

て

い

る

甑

島

地

域

の

支

所

再

編

に

係

る

組

織

・

体

制

の

詳

細

に

つ

い

て

検

討

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

多

様

化

す

る

市

民

ニ

ー

ズ

に

応

え

、

支

所

管

内

に

お

け

る

効

果

的

な

市

民

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

で

き

る

行

政

機

能
を
構
築
し
ま
す
。 

以

上

の

三

つ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

に

よ

る

取

組

を

進

め

な

が

ら

、

こ

れ

か

ら

の

四

年

間

、

全

力

を

傾

注

し

て

様

々

な

施

策

を

推

進

し

て

参

る

所

存

で
あ
り
ま
す
。 

ま

た

、

国

・

県

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

施

策

推

進

に

必

要

な

財

源

確

保

を

着

実

に

行

い

、

健

全

で

持

続

可

能

な

財

政

運

営

に

努

め

て

参

り

ま

す

の

で

、

議

員

各

位

の

格

別

な

る

御

理

解

と

御

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

よ

ろ

し

く

お

願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

と

こ

ろ

で

、

私

は

、

今

月

九

日

に

初

登

庁

以

来

、

十

日

に

は

、

薩

摩

中

央

家

畜

市

場

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

子

牛

せ

り

市

を

視

察

し

、

十

一

日

に

は

、

財
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務

省

主

計

局

長

に

対

し

、

塩

田

康

一

鹿

児

島

県

知

事

と

川

内

港

の

整

備

に

係

る

要

望

を

行

い

、

併

せ

て

、

熊

本

と

鹿

児

島

の

両

県

合

同

に

よ

る

南

九

州 

西

回

り

自

動

車

道

の

整

備

推

進

に

つ

い

て

要

望

を

行

い

ま

し

た

。

さ

ら

に

、 

十

二

日

に

は

、

森

山 

衆

議

院

議

員

同

席

の

下

、

菅

義

偉

内

閣

総

理

大

臣

に

市
長
就
任
の
御
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま

た

、

今

月

二

十

五

日

に

は

、

本

年

の

七

月

豪

雨

及

び

台

風

十

号

に

よ

る

災

害

を

踏

ま

え

、

防

災

に

関

わ

る

各

分

野

の

専

門

家

か

ら

御

意

見

を

い

た

だ

き

、

今

後

の

防

災

対

策

に

い

か

し

て

い

く

こ

と

を

目

的

に

、

薩

摩

川

内

市 

防
災
対
策
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
第
一
回
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
。 

短

時

間

の

大

雨

や

急

速

か

つ

強

い

勢

力

に

発

達

す

る

台

風

等

に

よ

る

自

然

災

害

に

対

応

で

き

る

災

害

に

強

い

ま

ち

づ

く

り

を

目

指

し

、

災

害

予

防

、

災

害
応
急
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

次
に
、
今
回
の
補
正
予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

今

回

の

補

正

予

算

案

に

つ

い

て

は

、

一

般

会

計

に

お

い

て

十

二

億

五

千

百

五

十

八

万

五

千

円

の

減

額

を

、

八

特

別

会

計

に

お

い

て

七

千

九

百

二

十

二

万

円
の
増
額
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。 

ま

ず

、

一

般

会

計

に

つ

き

ま

し

て

は

、

市

民

税

等

を

収

入

見

込

み

に

よ

り

増

額

し

た

ほ

か

、

国

・

県

補

助

金

の

内

示

、

事

業

費

の

実

績

見

込

み

等

に

よ

る
歳
入
歳
出
予
算
の
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま

た

、

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

の

影

響

に

よ

り

、

様

々

な

不

安

を
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抱

え

て

出

産

・

育

児

を

行

う

子

育

て

世

帯

を

支

援

す

る

た

め

の

経

費

を

計

上

す

る

と

と

も

に

、

市

民

生

活

の

安

全

・

安

心

を

確

保

す

る

た

め

の

道

路

維

持

補
修
事
業
等
に
係
る
経
費
な
ど
を
増
額
し
て
お
り
ま
す
。 

各

特

別

会

計

に

お

き

ま

し

て

は

、

執

行

見

込

み

等

に

よ

り

所

要

の

経

費

の

調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

今

定

例

会

に

お

き

ま

し

て

は

、

補

正

予

算

案

の

ほ

か

、

地

方

税

法

等

の 

一

部

を

改

正

す

る

法

律

の

施

行

に

伴

う

関

係

条

例

の

整

備

に

関

す

る

条

例

案

を

始

め

と

す

る

各

議

案

に

つ

い

て

、

御

審

議

を

お

願

い

し

て

お

り

ま

す

。 

 

提

案

い

た

し

ま

し

た

各

議

案

等

の

細

部

に

つ

き

ま

し

て

は

、

主

管

部

・

課

長

か

ら

説

明

さ

せ

ま

す

の

で

、

何

と

ぞ

慎

重

な

る

御

審

議

を

賜

り

ま

す

よ

う 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


